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Unisoner: 同一楽曲を歌った異なる歌声を重ね合わせる合唱制作支援インタ

フェース

都築 圭太　中野 倫靖　後藤 真孝　山田 武志　牧野 昭二∗

概要. 本稿では，Web上で公開されている「一つの曲を様々な歌手が歌った歌声」を複数重ね合わせて

作られる合唱作品を対象とし，その制作と鑑賞を同時に実現できる合唱制作支援インタフェース Unisoner

を提案する．従来，多様な楽曲を組み合わせて新たな作品を制作するインタフェースは提案されてきたが，

同一楽曲の異なる歌声を重ね合わせる合唱作品のためのものはなかった．また，合唱作品を制作するために

必要なソフトウェアやその操作は専門的で，伴奏音の抑制や波形に基づいた手作業での位置合わせが必要

である等，制作の敷居が高かった．Unisonerは歌声の出現時刻と左右チャネルの音量比をマウス操作だけ

で指定でき，専門知識のないユーザでも手軽に合唱制作できる．ユーザはリアルタイムに生成される合唱

を聴きながら，歌声を切り替えたり追加で重ね合わせたりするインタラクションによって合唱制作する．

1 はじめに

近年，様々なユーザが既存の楽曲を歌唱した音楽

作品（以下，単に「歌声」と呼ぶ）がWeb上で多
数公開されている．これによって，同一楽曲を多様

な歌い回しや声質の歌声で音楽鑑賞できるようにな

り，これらを切り替えながら重ね合わせた合唱のよ

うな音楽作品（以下，単に「合唱」と呼ぶ）も制作

されるようになった（図 1）．

合唱を制作するには，まず伴奏を抑制して個々の

歌声を抽出する（カラオケ音源等を利用）．その後，

それら複数の歌声波形の切り貼りや，左右チャネル

の音量比調整など専門的で煩雑な手作業が必要とな

る．そのため，専門知識がない人の合唱制作は敷居

が高い．もしこのような敷居を下げることができれ

ば，誰でも合唱コンテンツの創作を楽しむことがで

きる．さらに，それぞれの歌声が一つの作品である

ことから，手軽な合唱制作は音楽創作でありながら

能動的な音楽鑑賞 [4]としての可能性も持つ．

そこで本稿では上記で述べたような手作業の一

部を自動化するだけでなく，直感的な歌声の重ね合

わせインタラクションが可能な合唱制作支援インタ

フェースUnisoner（ゆにぞな）を提案する．従来，
複数の楽曲を対象としてそれらを連続的に再生する

ような音楽鑑賞インタフェース [5,7]や，楽曲をマッ
シュアップ（重ね合わせ）するインタフェース [1–3]
は研究されてきたが，多様な歌声を重ねる合唱に着

目したインタフェースはなかった．
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図 1. 歌声と合唱の派生関係．

2 手軽に合唱制作できるUnisoner

Unisonerの動作画面を図 2に示す．Unisonerで
は個々の歌声をアイコンで表し (図 2 A⃝)，それら
をステージ上 (図 2 B⃝)に配置するインタラクショ
ンによって合唱を制作する．このような歌声アイコ

ンは自動推定された歌手の性別に応じて色が異なる

（男声が青，女声が赤）．ここで，歌声を切り替えた

り，新たに重ねる歌声を追加したりといった時刻の

指定を歌詞に基づいて行い，そのような時刻間をセ

クションと呼ぶ．ユーザはリアルタイムに生成され

る合唱を聴きながら，セクションを区切ったり歌声

を配置したりすることで，合唱の制作を行う．

以降，そのような切り替え時刻の指定と歌声の配

置について説明する．

歌詞に基づくセクションの指定

歌詞は楽曲中の時刻を一覧性高く把握するために

有用な情報であるため，これを活用する．従来の時

間を用いた時刻指定に比べて特定の箇所の再生がし

やすく，効率が良い．インタフェース左側に表示さ

れている歌詞 (図 2 C⃝)は「セクション分割ボタン」
(図 2 D⃝)によって分割できる．その区切り位置は歌
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図 2. Unisoner の実行画面とインタラクションの流れ．ステージに女性の歌声と二人の男性の歌声を配置した例．

詞上に点線 (図 2 E⃝)として表され，マウスでドラッ
グ& ドロップすることでその位置を変更できる．

歌声アイコンのステージ上への配置

Unisonerではセクション毎に配置する歌声や，そ
れぞれの音量及び左右チャネルの音量比を，歌声ア

イコンのステージ上への配置によって決定する．

歌声アイコンは一覧 (図 2 F⃝)から選択し，マウ
ス操作でステージ上へ配置するが，その際，選択を

効率化するためのソート機能とフィルタリング機能

を持つ (図 2 G⃝)．歌手名（動画投稿者名で代用），
再生数，マイリスト数，歌い回しと声質の近さに基

づくソートと，歌手の性別とキー（相対的な差）に

よるフィルタリングが可能である．

ステージにおける前段後段は音量の大きさを表現

し，前段の方が大きい．また，ステージの左右は左

右チャネルの音量比に対応しており，例えば左方向

へ動かすと左チャネルの音量が大きくなる．

Unisonerの実現方法

Unisonerを実現するためには同一楽曲（原曲）を
歌った複数の歌声と，それら歌声から伴奏を抑制す

るために，伴奏音源との時刻合わせとキーの違いを

自動推定する信号処理技術が必要である．これら信

号処理の詳細は文献 [6]で説明している．現在の実装
では，歌声の性別はこのような信号処理結果によっ

て，原曲の音高と比較してオクターブ異なっていた

場合は，原曲と異なる性別を付与した．例えば，原

曲が女性でそれよりも 1オクターブ低い音高の歌声
は男性とした．オクターブ以外の異なり方をしてい

た場合は，近い性別を選択して付与した．

Unisonerはニコニコ動画1 において，最も多く歌

1 http://www.nicovideo.jp

われた一つの楽曲2を対象として動作を確認してお

り，それ以外の楽曲に対しても運用可能である．こ

こでは歌声に加えて，再生数，マイリスト数，動画

投稿者のユーザ名も活用する．

3 おわりに

本稿では合唱制作支援インタフェースを提案した．

今後は，それぞれの歌声の声質や歌い回しを可視化

する等，創作に有益な情報を提示する機能の拡張を

検討している．
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2 ニコニコ動画における動画番号 sm15630734を使用．2013

年 10 月現在，この楽曲に対して 5166 曲の歌声がある．


